
高島市朽木桑原にある「体験・山菜摘み農園

じゅうべえ」は、山菜摘みと食事ができる農

園である。今回は農園代表の西澤恵美子さ

んにお話を伺った。

西澤さんが農園を作ったのはまだ2年前の

こと。それまでこの土地は住民の高齢化や

農業離れによって荒れる一方だった。そこ

でなんとか有効利用できないかと考え、家

族や地域の人たちの協力を得ながら試行錯

誤を重ね、体験農園としてオープンした。

無農薬栽培した山菜や自生している山菜を摘

み、西澤さんの指導のもとで天ぷらやサラダ、

和え物などに調理。山菜摘みだけを体験する

のもよし、食事だけを楽しむのもよし、訪れ

た人からは「体にいいものばかり。他では食

べられないものが味わえてうれしい」と評判だ。

これからの季節は寒ウドやなめこなどが収

穫できる。山菜摘みは春のものと思ってい

たが、秋も楽しめるとのこと。

オープン以来、プロの調理人や山菜に興味

のある家族連れなどが多く訪れ、観光協会

のイベントとしても利用されている。山菜

摘み体験は予約制で、最大約30人まで。

                                             （取材・澤井）
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●長浜市祇園町348-1●TEL：0749-65-4122
●営業時間：11：00～15：00(L.O.14：30)
           17：00～21：00(L.O.20：30)
●定休日：年末年始
●駐車場：20台●席：46席
http://kikuto.jp/sota22/
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1940（昭和15）年、彦根市生まれ。日
本大学工学部卒。1966（昭和41）年、
廣瀬バルブ工業（株）入社。
1985（昭和60）年、代表取締役就任。
鉄鋼関係、建機・車両関係、一般
産業機械などの分野で使われる
油圧用バルブを製造・販売。油圧
用ストップバルブ、回転型昇圧器
RINT（リント）を開発するなどバル
ブ産業界を代表する企業として
躍進中。現在、代表取締役社長。

荒地を
山菜摘み
農園に！

●住所：高島市朽木桑原553
●T　E L：0740-38-5377
●MAIL：sansai-jyube@zb.ztv.ne.jp
●料金：山菜の摘み取り+調理実習+試食/3,000円
         山菜の摘み取り/1,500円
         食事のみ/1,500円
         ※予約制（4月下旬～11月中旬ごろまで）　
　http://www.zb.ztv.ne.jp/sansai-jyube/

廣瀬バルブ工業の三代目として生まれた私

は、中・高校時代を彦根で過ごし、大学は

東京の日本大学工学部に進学した。卒業後

はいずれ実家の事業を引き継ぐ立場にあっ

たが、社会勉強と修行のために東京の油圧

機器関連会社に就職した。

それから1年半ほどして、その会社を退職し、

知人の紹介で茨城県東海村にある原子力関係

の会社に就職した。ここは家業とは全く違う

業種だったが、英語で技術指導を受けるなど、

多くの貴重な勉強をさせてもらった。

私が彦根の実家に戻ったのは1966（昭和41）年、

27歳のときだった。この時、廣瀬バルブ工

業は、産業用(水圧用）バルブだけではなく

油圧用バルブの開発に成功し、大手機械メ

ーカーとの取り引きに成功していた。そし

て、従業員は170人を数える地方の中堅企

業へと発展していた。

しかし、会社の事業は依然として産業用バル

ブが主流であり、油圧用バルブと産業用バル

ブの両方を扱う「二足のわらじ」状態だった。

そこで私は入社後間なしだったが、すぐに

油圧用バルブへの完全な移行を進言した。

なぜならば、産業用バルブは高圧をかけら

れないという欠点があり、産業機械の業界

では油圧用バルブが主流になりつつあった

からである。ダンプカーやショベルカー、

船舶の舵などあらゆる産業機械の分野で油

圧用バルブは欠かせないものとなっていた。

それゆえ、油圧用機器は「暁の産業」と呼ば

れるほど急成長していたのである。

「油圧用バルブに生産を絞る」という、私の半

ば強引な提案に古い従業員たちは抵抗した。

そんなことをすれば彼らの産業用バルブの

知識は通用しなくなり、機械設備も使えな

くなる。「若い者が何を言っているんだ」

といった様子だった。また、産業用バルブ

の売り上げが油圧用バルブを上回っていた

ため、当然のことながら営業マンや取り引

き先からも苦情が出た。

しかし、私はこれを強力に推し進めた。そ

の結果、産業用バルブ部門の従業員をリス

トラしなければならないという事態にまで

陥ってしまった。ところが結果的にはこれ

が良かった。油圧用バルブは大手企業が手

がけることのできないニッチ（隙間）商品で、

高い精度が要求されるので技術開発が難し

い。これが原因して他社の追随を許さず、

国内シェア80％を占めるまでになり、油圧

用バルブは廣瀬バルブ工業のオリジナルブ

ランドとして確立されていった。

もちろん、今でもなおさまざまなバリエーシ

ョンを開発し続けており、当社のメーン事業

となっている。私たちの製品は日常生活の中

では目にすることが少ないが、東京ディズニ

ーリゾートやユニバーサルジャパンなどの遊

具にも使われており、「縁の下の力持ち」とし

ていろいろな産業を支えているのである。
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長浜市祇園町にある「 」は、豊富な

定食メニューが人気。総菜バイキングの店

をリニューアルしたとあって、家庭的なお

いしさに定評がある。

今回は77種類もある定食から一番人気の

「テリヤキハンバーグと若鶏の唐揚げ（730

円）」をご紹介。

メーンは肉汁たっぷりのハンバーグとジュ

ーシーな唐揚げ。地元産の野菜サラダが添

えられたボリューム満点の一皿だ。ハン

バーグにはタマネギとモヤシがトッピング

され、てりやきソースが食欲をそそる。カ

ラリと揚がった唐揚げがとってもおいしい！

定食には他に小鉢と椀

物、香の物がつき、おな

かがいっぱいになった。

「お客様を第一に考え、

味に妥協はしません。

安くてシンプル、そし

て家庭で味わえない料

理を提供したい」と店長の鈴木吐刀さん。

2月までに77種類の定食を制覇すると1万

円のキャッシュバックが受けられるなど、

ユニークなサービスも人気だ。

定食メニューは持ち帰り可能。ほかにも

仕出し、オードブル、弁当などの注文に

も応じる。何回行っても違う味が楽しめ

るなんて……スゴイ！と感心してしまった。             

（取材・田中）

※内容は季節によって異なります
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